
◎ 早めの受診・相談や生活への支援は、どんなメリットがあるの？

認知症の場合、早期に医療機関へ相談することで、症状を引き起こし

ている原因を探ることや、治療可能な場合は治療をすることが可能です。

☆ できるだけ早い段階で気づく、対応することが大切！ ☆

ご自身やご家族など身近な方に気になるサインがあれば、

早めに医療機関（かかりつけ医等）へ相談しましょう。

早期（認知症前段階 軽度認知障害:MCI)のうちに、人との交流、運動、

レクリエーションなどにより改善や認知症の発症を遅らせる可能性もあります。

もの忘れなど、気になることがあったら、早めに相談を！

「みのわまち 認知症ケアチーム」連絡先
箕輪町地域包括支援センター TEL 0265-70-6622

～「みのわまち 認知症ケアチーム」
(箕輪町認知症初期集中支援チーム) の紹介～

認知症の方（その疑いのある方）やそのご家族を、医療や介護の専門

職を含むサポート隊員が訪問し、困りごとや心配事を把握します。早期に

集中的に、病院への受診や介護サービスの活用、地域の居場所へ繋ぐな

どのサポートをしていきます。

『伊那神経科病院チーム』と『みのわまちチーム』があり、状況等に応じ

てご家族と相談し進めていきます。
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